
口腔 常 在 菌 と歯 周 疾 患*

口腔細菌学教室 中 村 武

はじめに:口腔内細菌叢は,他の常在菌叢に比

較して極めて複雑である.常在菌の生理的枚構は

不明な点が多いが,宿主の防禦機構の反面,常在

菌による,いわゆる内因感染としての潜在的病原

性であろう.口腔感染症も殆んどがこの種の感染

症と考えられる.従って常在菌は口腔感染症に重

要な意義を有している.口腔常在菌の概要を眺め,

これら常在菌の歯周疾患における潜在的病原性に

ついて概説してみたい.

口腔細菌叢 :新生児の口腔は,出産直後は無菌

で,間もなく母親や環境によって汚染されてくる.

この時期の菌叢は未だ限定されておりgram陽性

菌が多く,好気ないし通性嫌気性菌で占められて

いる.嫌気性菌種は出離後に漸次出現する.口腔

は生理学的に単純ではなく,その菌数は確実な値

は得難い.口腔内から分離される菌種は非常に多

く主なものでも20種にも及ぶ.成人では嫌気性菌

と好気性菌の比率は,唾液,歯垢および歯敵襲と

も同程度か,嫌気性菌がむしろ多い.歯垢細菌は

1g(W.W.)当り1010で重量の70-80%が細菌で

占められ,表層には球菌が多く,深部では線状細

菌が多いとされている.歯敵襲は,歯垢と同程度

か,それ以上の菌数であるが,特に嫌気性gram陰

性梓菌が多く分布している.唾液細菌は1才〃J当り

10ト 8で,歯垢,歯敵襲などから流出したものと考

えられ,これら菌数よりも少ない.

歯垢細菌の潜在的病原性 :歯周疾患を感染論的

に解析するために,歯垢によって成立する実験混

合感染症は多くの人々によって検討されている.

しかし歯垢内細菌の純培養菌で,本症を再現する

試みは必ずしも容易ではない.われわれは,歯垢

接種で成立した実験感染症局所膿汁の動物皮下継
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種と,菌数推移の検討で,膿汁中の菌の大半が嫌

気性菌で占められ さらに数代の継種で殆んど且

melaninogenicus,heban'nase産生 jおcteroides,

嫌気性Coり朋ebacien'umの3菌種に限定される事

を知った (Table1).そこでこれら純培養菌の感

染能を検討したところ,加熱3菌種,単一菌およ

び2種組合せでは全く感染能が認められないのに

対し,3種組合せでは歯垢接種同様,硬結,腫脹

の経過で5-7日後に大膿場を形成せしめた｡モ

ルモットで本症成立は10ト 6以上の接種で必発,マ

ウスも同程度で大部分に発症を認め得る事も知っ

た.-ムスター頬襲底粘膜でも同様に感染能を有

し,その局所反応の発現は前2者より早く,しか

も短期に経過した.以上の事から歯垢細菌の感染

能に関する一連の検討によって導き出された3菌

種は明らかに純培養でも感染能が確認され 歯垢

細菌中潜在的病原性を有する事がわかった.

3菌種崖生酵素の病原的属性 :歯周疾患の病因

における局所田子として歯周組織崩壊に関与する

細菌酵素が考えられる.B.melaninogenicusは蛋

白分解能,特にCollagenaseを有している事 (山

本),一方,多糖体分解能,特に heparinaseは一

連の検討からheparinase産生Ebcteym'desが保

有する事もはじめて見出した(Fig.11また事実,

歯周疾患患者局所材料中の heparinase一括性は,

正常人より高いことも認めた.一方,嫌気性Cor-

ynebacten.um はAzoco11分解能 (小幡)と共に

Chondroitinsulfataseを有している事もわかっ

た.(Fig.2)

おわりに:実験混合感染症局所で優位を示す歯垢

細菌中の3菌種が純培養菌の組合せでも感染能を

有する事実は歯槽膿漏症における感染菌群の可能

性を示している.これら3菌種の産生酵素は歯周

結合組織の各種成分を溶解する.従ってこれら産
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生酵素は感染発症械序に重要な役割を有するもの (本研究は東京郎 寸大学微生物学教室において,主に

と考えられる.勿論,歯周組織崩壊酵素以外の病 高添一郎教授との共同によることを銘記する･)

原的属性も当然関与するであろう.

Table1 PersistingmiCroorganismsintheexudatesfo一lowingtransmissions

SpeciesPassage Bat:terOides heparinase- anaerobic
melaninogenicus producingBacteroides Corynebacterium

Ⅲ 2.0×108 7.8×107 6.0×106

Ⅳ 2.2×107 2.3×106 5.8×106

Ⅴ 2.3X108 6.3×107 2.9×107

cell numberswereexpressedpermtoftheexudates(Taka2:OeandNakamura.1971)
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Fig.t Release of reducing sugar and

hexosaminefromheparinbypartially

purified extract of heparinase･

producingBacteroides
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.Fig.2 Release of reducing sugar from

chondroitin sulfate by paltially

purified extract of anaerobic

diphteroid


